
金城ノリ－CJM総理事 

2006年6月24日に開催されたCJM60周年記念祝典は、期待

に答え、心に残る素晴らしい一時となりました。BC州リ

ッチモンドのフロータ・シーフード・レストランで行われ

、驚きと興奮の連続する中幕を閉じました。200人以上の

人が出席し、会場のあちこちから笑い声や歓声がおこりま

した。長年来の友人と再会し、握手や抱擁を交わすなどの

場面も多々見られました。 
豪華な10コースの中華料理に続き、CJM役員の刈谷ポール

さんによるすばらしい司会、バンクーバー日系福音教会レ

ディーズトリオ、恵みバプテスト教会ユースによる特別賛

美や、米沢興譲教会によるアンサンブルがあり、また長年

キャンプに携わった年長者の方々が、1950年代から80年代

にかけてのキャンプの様子をかいつまんで話してくれまし

た。（ページ４に続く）＊  

  カナディアン ジャパニーズ ミニスト リー （CJM) 2006年秋



 

1976 年、カナダ人を通してイエス様を救

い主として受け入れた林崎和彦さんとあ

けみさん。日本人の救いために祈り始

め、カナダ人教会の礼拝の後、自宅を開

放して礼拝のメッセージを日本語に訳

し、集まっ

た日本人と

恵みをシェ

アし合い、

祈り合い、

励まし合っ

てきました

。そんなレ

スブリッジ

の日本人の

集まりに、

1981 年、坂

本とも子先生が導かれ、レスブリッジジ

ャパニーズクリスチャンフェロシップと

しての礼拝が始まりました。そして今年

で２５年。坂本先生の後、カルガリー日

系人福音教会の牧師だった畑野弘先生、

柴田順先生が兼牧してくださり、1997 年

からプレーリーバイブルカレッジの学生

だった私が３年間奉仕し、その後、CJM か

ら中尾善之介先生が派遣され、2004 年よ

り私達が中尾先生の働きを引き継ぎまし

た。 

坂本先生がレスブリッジを去られた 1985

年から中尾先生が派遣されるまでの 16年

間は、レスブリッジに住んで牧会される

先生がいない中で集まりは続けられてき

ました。背後には多くの方々の祈りがあ

りました。集会などあると、カルガリー

から応援に来てくださるカルガリー日系

人福音教会の方々の励ましもありました

。プレーリーバイブルカレッジの日本人

神学生の方々がサンデースクールの先生

として、奏楽者として片道 250 キロを通

って献身的に奉仕してくださった頃もあ

りました。 

教会では、25周年記念礼拝と BBQ を 9月

24 日に教会内外の多くの方々と共にもち

ました。 

専任の働き手が与えられて今年で５年。

教会形成、信徒の霊的成長、地域伝道、

学生伝道。結ばれた実をみる恵みに預か

ると同時に、自立を目指す教会としての

課題も見えてきました。私達自身の足り

なさも痛感しています。この 25年間の神

様の恵みと祝福に感謝しつつ、レスブリ

ッジジャパニーズクリスチャンフェロシ

ップ教会がさらに神様の御心にかなった

教会として成長し、教会を通して宣教の

働きが拡大していくことを切に祈ってい

ます。＊ 

レスブリッジ ジャパニーズ クリスチャン フェローシップ 
秋山賢牧師 

25周年記念礼拝－2006年9月24日  

レスブリッジジャパニーズクリスチャンフェローシップ（ファーストバプテスト教会にて） 

秋山賢牧師 真理夫人  

創平君（７）有紗ちゃん（５） 

 

秋山牧師は、プレイリー聖書

学校、ブライアクレスト神学

校を卒業されており、2004年
6月1日よりCJMのもと、アル

バータ州レスブリッジでフル

タイムの奉仕を始められまし

た。 

秋山師は、レスブリッジで長

期に及び、教会の開拓に従事

するよう召命を受けていると

強く感じています。LJCF代表

者は2006年6月のCJM総会

で、教会が短期、また長期に

おいてもっている目標を発表

してくれました。それに応答

しその場の出席者は、レスブ

リッジに教会が形成されると

いう長期目標を強く支持しま

した。 

このミニストリーのためのお

祈りと献金を心から感謝しま

す。＊ 

献金 
 

秋山牧師ミニストリーの

サポート、また一般会計

への献金は、 

下記にお送り下さい。 
 

CJM Treasurer 
Brenda Ohara-Peters 
669 Hillman Cres., 

Mississauga, ON  L4Y 2Y1 
 

Tel.: 905-949-4182 

林崎和彦さんとあけみさん 



 

今年の夏は、いろいろなエクサイティ

ングな主の御業を見させていただきま

した。まず、サニーサイドキャンプ

で、カルガリー教会（日本語部）か

ら、10人（小学生3名を含む）の方々が

主を受け入れました。そのうち、２名

がキャンプ場のシルバンレイクで洗礼

を受けました。また癒しもありまし

た。右耳の聴力を失くしていた婦人

が、講師の先生の祈りを通して、聴力

を回復されました。ハレルヤ！ 

 

その後、８月には、バンフグレース教

会の方々の助けを受け、５名がバンフ

の湖で洗礼を受け、また、その２週間

後に、ボーリバーで、２名が洗礼を受

けました。今もなお、主のくすしい御

業が進んでいます。長年、祈り続けて

いた方々の中の幾人かが、信仰告白を

されました。 

 

１０月１３日からの週末には、シアト

ルから金田先生をお迎えして、秋のリ

トリートがもたれます。今年、教会で

の祈祷会もひとつ増え、週に３日間の

きとう会を持っています。３箇所での

家庭集会に加え、１０月からはノンク

リスチャンのためのアルファЀコースも

始まります。私たちは、これからも、

Purpose Driven Churchの５本の柱を土

台にして、教会全体が、着実に力をつ

け、成長していくことを祈り願い求め

ています。＊ 

エドモントン日系キリスト教会 
カ ル ガ リ ー 日 系 福 音 教 会 

谷口洋一牧師（日語部） 

谷口洋一牧師、ミユキ夫人 

アガサさん（17）マナさん（10） 

ウェヴサイト：www.calgarygospel.com 
この度、CJM の 60 周年記念集会に出席し、その働きの歴

史と重要性を把握出来た事はとても有意義だったと思い

ます｡エドモントン日系キリスト教会が、実は CJM の働

きによって始められたことを私は知らなかったのです｡

今回の記念集会での話や高野昭師（現米沢興譲教会牧

師）の証しを聞くまでは、秦野フィリップ師が CJM と深く関わっていらっ

しゃったことに気付いていませんでした｡エドモントン教会がスタートする以

前に、一夏の間、エドモントンで CJM の伝道師として働いていらっしゃった高

野師が、この街のために祈られたそうです｡私がこの事を初めて知ったのは、

祈りの伝道チームの一員として興譲教会を訪ね、高野師の証しを聞いたほんの

去年のことでした。私たちの小さな教会から祈りのチームを遣わして興譲教会

のために祈らせ、実は、その教会の牧師が何十年も前に、すでに私達のために

祈ってくださっていたことを発見させるという、神様のなさることには本当に

びっくりさせられます。神様は祈

りに応えてくださるお方であるこ

とを、このように素晴らしい方法

でお示しくださったことを思い、

涙を禁じえなかった私です。そし

て、この夏には、興譲教会から

約 22名のチームがカナダの日系

諸教会を訪れ、旅行の日程がそう

なるように組んで、バンクーバー

で行われた CJM の 60 周年集会に

参加して帰って行かれました。

祈りには、力がありますね！ 

 

もう一つ、祈りには力があることのよい証しとして、今夏のサニーサイドキャ

ンプでのダフィー尚椰君の洗礼が挙げられます｡尚椰君は、5月頃から家族と共

にエドモントン教会に来会し出し、その後、水曜夜の聖書研究会や他のいろい

ろな行事にも参加するようになりました。尚椰君と家族のために、教会として

真剣に祈り続けたのです｡そして、神様は私たちの祈りにお応えくださり、尚

椰君はキリストを受け入れ、シルバン湖での洗礼を希望しました｡祈りが聴か

れ、また、尚椰君が今では賛美礼拝チームの一員となってドラムを担当するま

でになり、引き続き祈りが聴かれていることを目の当たりに出来ることは素晴

らしいかぎりです。尚椰君は、今や、イエス様が尚椰君の人生に対して持って

いらっしゃるご計画のリズムに合わせてドラムを叩いているかのようです。祈

りには、力がありますね！ 

 

私たちは、祈ることで自分を低くし、神様

の御旨に自分を合わせていくことが出来ま

す｡私たちの教会は、引き続き祈りながら、

教会の将来に対する神様の御旨を尋ね求め

ています。主のご計画に私達が沿っていけ

るようお祈りくだされば幸いです｡おそらく

は、次号で、教会に大きな変化が起こった

ことをお知らせできることでしょう。神様

が、どのようにこの群れを導いてくださる

のかが楽しみです｡祈り続けて参りましょ

う！＊ 

祈りの力 

米沢興譲教会員 

エドモントン訪問（2006年6月） 

中野ユリ牧師 

中野牧師、ダフィー尚椰君、 

竹内師（シアトル） 



 

17 年以上前になりますが、ダウン

タウンで偶然、以前の ESL の生徒に

会いました。その時彼女は高齢に

なった母親のことを気にかけていま

した。かなり前に退職し、彼女と彼

女のご主人と一緒に暮らしています

が、共働きのため日中その母親は 1

人で過ごしており、英語が話せないことに友達がいないこ

とも重なり、孤立している状態でした。 

その後何年かしてその母親は、私達の教会のシニアクラブ

に加わるようになりました。シニアクラブは毎年、ハミル

トンのボタニカルガーデン、ニッポニアホーム、斉藤ハン

クのファーム、ナイアガラ・オン･ザ・レイクそして最終

目的地のナイアガラの滝と、お弁当をもって出かけていま

す。 

その後、彼女の娘とそのご主人が引越し、教会との距離が

遠くなり定期的に礼拝に来ることが難しくなりましが、あ

る日礼拝にやってきた彼女は密かに洗礼を受けたいとの意

を私に告げました。そしてその願いは叶えられました。何

年かして彼女はモミジシニアセンターに移り、着物姿の小

柄なおばあちゃんとして知られるようになりました。毎月

第１木曜日に私達がモミジセンターで行っている「チャペ

ル」の時間を楽しみにし、「ホームデリバリーサービス」

だと言って喜んでくださいました。しかし年が立つにつれ

寝たきりの状態となり娘さんの家に戻されましたが、イー

ホンセンターのオープンに伴い、最近センターへ移ること

ができました。 

そしてそこで、ウエスリー

チャペルの教会員と家族が一

緒になって、彼女の 100 歳の

誕生日を賛美の歌を歌ったり

バースデーケーキを食べたり

してお祝いしました。 

（モミジセンターも前の日に

彼女の 100 歳の誕生日のお祝

いをしてくださっていま

す。）彼女はとても喜んで普

通の大きさのケーキをぺろり

と食べ、聖歌も一緒になって歌いました。 

彼女の長女もラスベガスからお祝いに駆けつけていました

が、教会員に誘われて日曜日に教会の礼拝に出席し、メッ

セージを聞いてイエスキリストを救い主として受け入れま

した。 

ですからこの週末は 2 つの特別な誕生日のお祝いとなりま

した。ひとつはこの地上における誕生日、もう 1 つは天国

における誕生日です。＊ 

ウ エ ス レ ー チ ャ ペ ル 日 系 教 会 

吉田エドワード牧師 ウエスレー教会員 100歳を祝う 

（1ページ続き） 

また、バンクーバー福音教会のそ

くがわさん、山形県米沢興譲教会

の高野昭牧師、バンクーバーの

オークリッジバプテスト教会の森

永雅夫牧師が、CJM のミニスト

リーに関わる証をして下さいまし

た。その後、CJM の 60 年間の歩み

の写真がスライドショーで映し出

されましたが、ホシザキ・ビルさ

んはこのスライドショー作成のた

めに多大な労力と時間を費やして

くださいました。そして最後に、

マーガレット・リッジウエイの共

労者メアリー・ホールドクロフトさんの言葉によってこの素

晴らしい夜は幕を閉じました。 

日本の沖縄、ハワイやアメリカ本土、それにカナダのさまざ

まな場所から多くの方が出席してくださいました。発足当時

の CJM に関わった方々も 4人出席してくださいました。それ

は、ケローナのメアリー・シャープルズさん（101 歳）、ウ

イニペグの岡本タットさん、エドモントン近郊のシェーウッ

ドパークの岩淵ビルさんとジャックさんの 4人です。 

「なんと素晴らしい時間でしょうか。」 

「キリストによって結ばれている私達が集まるこの時は、天

国の情景を垣間見るような気持ちだ。」 

「CJM の歴史を身近なものに感じた。福音とイエス・キリス

トに根ざした土台を私達は受け継いでいる。」 このような感

想を祝典に出席したいろいろな方からいただきました。 

 

日曜日の夜にはリッチモンドのロ

ンドンヘリテージファームで、

バーベキューが行われました。8

0人ほどの人が出席し、そのテー

ブルは BCのホワイトサーモン

（寄付してくださったノーマ・ダ

ンさんに感謝します。）、お寿司、

サラダその他地域の教会の方々や

委員の方が持ってきてくださった

食べ物で埋め尽くされました。 

この記念祝典のためにバンクー

バー地区に住む多くの方が尽力してくださいました。家を開

放して委員の仕事場としてくださった前役員のブダイマチコ

さん、また、委員のアリノブ・エドさん、刈谷ポールさん、

福迫徹也牧師、ブラウン・ロバートさんに深く感謝します。 

参加者みなにとって、忘れがたいすばらしい祝典になったこ

とは言うまでもありません。＊ 

岡本タットさん 

吉田エドワード牧師 
と陽子夫人 

メアリー・ホールド 

クロフトさん 

荒関さんと 

100歳の誕生日ケーキ 



 

60 年ほど前に、私をキリスト

へと導いて下さったのはエド・

シャープルズさんでした。CJM

の 60 周年記念を 101 歳を迎え

たシャープルズさんとその 2人

の子どもへレン、メーブルと

一緒に祝えるのはなんと嬉し

いことでしょう。私が 10代の

ころ、シャープルズさんの家は CJM の活動の中心地となってい

ました。オカナガンで行われた連日の伝道集会では長野ポール

牧師とタマギ･ビル牧師がリードしてくださり、何人もの人が

キリストへと導かれました。そしてその中の何人かは聖書学校

へと行き、私もその波にのって聖書学校へと入学しました。 

聖書学校に通っていた頃、バンクーバーで吉田エドワード牧師

の CJM ミニストリーのアシスタントをし、卒業後はトロントで

CJM 宣教師として奉仕をしていた木下ヒコさんとエゼル夫人の

働きに加わりました。その頃の CJM ディレクターチャールズ・

ベイリー牧師はミシサガに住んでおり、トロントでの奉仕に必

要な車を私達に用意してくれました。50年の間に、ユース活動

やリトリート、サマーキャンプやその他さまざまな活動を通し

て教会は成長していきました。現在もトロント日系福音教会が

続けているフェア・グレンキャンプ場でのサマーキャンプは、

CJM が 1955 年に発足したもので、ごく初期の頃からこのキャン

プミニストリーはアウトリーチとして、また弟子訓練の場とし

て効果をあげていました。60周年祝典では、CJM の先駆者であ

りバンクーバーで共に奉仕したユースグループの旧友に会うこ

とができ、妻のアイリーンと私は感激の思いでした。この創設

から現在に至るまで、ユースに焦点をあて続けている CJM の働

きは、祈りを受けるに値するものです。 

CJM 創設者のマーガレットリッジウェイは私達の引退にあたっ

てこのように書いてくれました。 

「スタンとアイリーン、お 2人が長年に渡り、誠実にイエス・

キリストと教会に仕え奉仕してきたことは 2人のことを知る人

たちの心に深く残るでしょう。私もあなた達がバンクーバーで

もトロントでも家を開放しあたたかくもてなしてくれたことを

決して忘れません。お二人が誠実であり、聖書をよく理解し、

愛なる行いとしてきたことは多くの人々の中に実りをもたらし

たことでしょう。そしてこれからも二人が実を実らせ続けるこ

とを確信しています。主の平和と喜びが主とまみえる日まで、

いつも共にありますように。」＊ 

2005 年の 1月から 3月にかけて行われた「40日の目的キャン

ペーン」は私たちの教会によい実りをもたらしてくれました。

そして私たちはそのよい実を、現在まで継続してみることが出

来ます。 

スモールグループ： 

キャンペーンの前には定期的なスモールグループ参加者は 18

人程でしたが、キャンペーン中には 133 人が参加し、霊的成長

と伝道の素晴らしい機会となりました。そして現在も 80 人以

上がスモールグループに属し、「Day41」などを用いて学びと成

長の時を持っています。 

リーダーシップ・リトリート： 

数年前に JGCT は「目的先行型教会モデル」を教会成長の基盤

として取り入れることを決定しました。その後、それに向かい

幾つかの大きなステップを踏んできましたが、今回 10 月 21 日

にはリーダーシップ・リトリートを行い、私達は誰に届いてい

くべきなのか、その人はどこに住んでいるのか、どのようにし

て届いていくのかといったような「ターゲット」をより明確に

していくつもりです。 

フェア・グレン サマーキャンプ： 

キャンプミニストリーはいつも私たちに最も効果的な伝道や

リーダー養成の機会を提供してくれます。今年、参加者数は少

し減りましたが、素晴らしい内容のものとなり、キャンプにひ

き続く週ごとのイベントも充実しました。より多くの人にこの

キャンプを知ってもらい届いていけれるよう話し合っていきま

す。 

教会堂建設計画： 

5 年ほど前、JGCT は 1.5 エーカーの土地をスカーボロ地区に購

入しました。そして今、教会堂建設が現実化してきています。

教会のマネージメントチームは新谷マットさん、シー・デイ

ビットさん、市川ヘンリーさんで構成されていますが、建築家

とプロジェクトマネージャーのノーブル・デイビットさんと密

に連絡をとり、最

近、市に建築プラン

の詳細を提出しまし

た。着工に入るのは

2007 年の春だと予想

されています。ス

ムーズに進み、市か

らの建築許可も速や

かにおりるようお祈

りください。＊ 

www.jgct.com 

ト ロ ン ト 日 系 福 音 教 会 

長老会員 金城ノリ 

JGCT教会堂のモデル 

横田スタン師－トロント日系福音教会名誉牧師横田CJMを振り返って 

1988年ユースリトリート 

ニューライフキャンプサイトにて 

横田スタン師、アイリーン夫人


